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三井金属 インドに自動車触媒の生産･販売拠点を設立 
～06年 10月より自動二輪向けを中心に現地生産を開始～ 

 
 当社 三井金属（社長 槇原 紘）は、今年から排ガスの規制強化が進むインドにおいて、自動車（二

輪・四輪）排ガス用触媒（※1）の生産及び販売の拠点となる新会社をこのたび設立いたします。 

 新会社は、本年 6 月に設立し、2006 年 10 月には、本格的な生産を開始する予定です。また、設備投

資は、2007 年度までに約 500 百万円の規模を見込んでいます。 

 

＜インドにおける新会社設立＞ 

 当社は従来、部品事業の一つとして、自動二輪車と軽四輪車向けを中心に排ガス浄化用触媒を生産･

販売しております。このたび設立する新会社（社名未定）は、インド国内において、同様の車種に向け

排ガス用触媒の生産・販売を行い、年間 400 万個の生産能力を有する設備を備える計画です。 

 

本年 6月の設立に向け、現在、現地当局へ申請等の手続きを進めており、インドのデリー市南西 90ｋ

ｍに位置するハリアナ州バウル工業団地を予定地としています。同工業団地は、数社の日系企業が進出

しており、国道沿いの交通至便な地域であることから事業に適すると判断し選定いたしました（※2）。 

 

 資本金は、200 百万ルピー（約 520 百万円）とし、当社が 100％出資いたします。創業時の人員は、日

本人 3 名、現地採用 36 名で対応する予定です。生産立上げ当初の新会社では、タイの拠点である MSC

社（※3）から中間品を仕入れ、後工程の加工・仕上げを行い納品することで、立上げ時のリードタイム

の短縮と品質確保を図ります。計画では、2008 年度以降には前工程も行い、全工程生産を可能にする予

定です。 

  

なお、当社の触媒事業における海外拠点は、タイ MSC 社に次いで 2つ目の拠点となります。 

  

＜投資額等＞ 

 土地・建物を含めた設備投資は、今年から 2007 年度までの間に約 500 百万円規模を予定しています。 

また、生産開始以降、新会社の販売数量については、2007 年度に年間約 300 万個を計画し、2010 年度

までには年間約 400 万個に達するものと見込んでいます。 

 

＜自動車触媒市場の動向＞ 

2003 年、自動二輪車の世界における販売台数 3,100 万台の内 18％にあたる 563 万台がインド国内で販

売されており、同国は、中国に次いで世界第二位の自動二輪車の需要国です。しかし、同国内に普及す

る自動二輪車の内、8割近くが排ガス浄化のための触媒を装着していないのが現状です。2005 年に入り、

インド国内では、排ガスの規制強化が進められており、今後販売される自動二輪車に対し触媒の装着が

 



急激に伸びると予想されています（※4）。 

既に当社は、タイの MSC 社からの輸出により、同国内の自動二輪車用触媒において 30％近くのトップ

クラスのシェアを有しています（※5）。今後、新会社設立によるコストダウン等の優位性を一層発揮す

ると共に、販売台数と装着率の伸びに伴う同国内の自動二輪大手数社からの大量受注を既に獲得してい

ることをも背景にして、同シェアを約 50％にまで高めていく所存です。 

 

＜自動車用ドアロックの生産・販売も視野に＞ 

 新会社は今後、触媒事業に止まらず、同じく当社の部品事業である自動車用ドアロック事業の生産・

販売の実施をも積極的に検討してまいります。二輪車と共に、これから四輪車が普及する余地も極めて

大きいインドにおいて、本格的なモータリゼーションの到来を見越し、適時に機敏な対応を可能とする

体制を整えていく構えです。 

 このたびのインドにおける新会社が、当社の自動車用部品事業の新たな展開の要として一日も早く機

能するよう、当社はその成長発展に向け精力的に取り組んでまいる所存です。 

 

 

※ 1．自動車排ガス用触媒とは、排気ガス中の NOx や CO に対する浄化反応を促進させるための部品。   

円筒形で筒内が網目状に加工されたステンレス・アルミ合金・セラミックなどを、貴金属をはじ

めとした触媒反応を起こす物質でコーティングした後、焼成を経て製品となる。 

大きいもので直径 100ｍｍ×高さ 100ｍｍや、直径 50ｍｍ×高さ 260ｍｍなど車種により様々な大

きさがある。エンジンの排気管（マフラー等）内に搭載される。 

 

※ 2. 新会社の敷地面積は、19,600 ㎡（建屋面積 2,250 ㎡）を予定。 

現在、正式取得に向け契約等の準備を進める。 

 

※ 3. 触媒事業のタイにおける拠点は、Mitsui Siam Components Co.,Ltd. 。当社自動車用ドアロック  

の生産拠点でもある。 

なお、当社触媒事業の国内拠点は、上尾（埼玉）、神岡（岐阜）に有する。 

 

※ 4. 2005 年には、インド国内販売台数の 8割以上の自動二輪車に触媒が装着されると予想される。 

 

※ 5. 2004 年度、インド国内における当社自動二輪車向け触媒の販売数量は 67万個。 
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